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　創造表現コースでは主に油絵の勉強をしていま
したが、デザインや日本画、陶芸のほか多くの表
現方法に触れる事が出来ました。そのおかげで今
現在でも様々なメディアで作品を展開する事が出
来ていると思います。大学では現代アートの勉強
とさらなる表現技法の追究のため日々精進してい
ます。また、独学で勉強したPOP制作やイラスト、
デザインなどの仕事も手がけています。
　私は作品を制作する上で大切なことを基町高校

わった原爆の絵の制作では、伝えること、表現す
ることの難しさや作品の持っている力などに気付
くことが出来ました。この経験は私の作品のテー
マに大きく影響し、現在でも原爆の絵を展開させ
た作品を制作しています。また、原爆の絵や平和、
戦争についての講演活動なども積極的に行なって
います。
　高校時代の経験が今の私に繋がっているととて
も実感しており、これからも誰かの心を動かすこと
が出来るような作品を創っていきたいと思います。

　今の時代、スキルがなくても、コンピュータや

ロボティクスがスキルをカバーしてくれます。ス

キルは時間を費やせば誰でも手にできる能力なの

でスキルに頼るだけだと独自性を失い、すぐに他

者に代替されてしまいます。ですが、学校ではス

キルの教育ばかりでそれが全てと勘違いする人が

多くいます。自分も高校時代、スキルがないから

自分はセンスがないと思ったこともありました。

ですが、スキルとセンスは全くの別物であり、セ

ンスが『感性』という解釈でなく、本質を正しく

抽出する能力と捉え直し、その重要性を再認識し

たことで自分の心情や作風が大きく変化しまし

た。それと同時に一見アートに関係ない知識の蓄

積により自分の分野を多角的に捉えられ、物事の

本質を見抜く洞察力と、表現力を強固なものにし

てくれました。

　これからテクノロジーの進化で誰でも簡単に

アートやデザインを生み出すことができるように

なります。そうした中で再度、感性について向き

合い、そのものの本質は何かを問いただしながら

自分にしかできない表現を追求していってほしい

と思います。
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